（法第２８条第１項関係様式）

平成２７年度事業報告書

　平成２７年４月１日から　平成２８年３月３１日まで

特定非営利活動法人おおいた環境保全フォーラム
１　事業の成果

・大分市一木地区自治会、大分市環境対策課、北海道大学（池田研究室）と協働し、大分市丹生校区地域において、地球環境基金の助成を受け、９月１日より３月３１日まで新型捕獲ワナ（巣箱型ワナ）を用いた実証計画捕獲を実施した。
・地球環境基金助成事業として大分市東部地域において生物多様性地域セミナーを各地区公民会で計５回実施し延べ８７名の参加が得られた。また１０月２５日に、日本国内で活躍する著名な研究者５名を招き、大分市ホルトホールにおいて生物多様性シンポジュムを開催し県内外から約１２０名が参加した。
・平成２６年度から日本財団の助成を受け佐伯市米水津、間越地区において開始したウミガメを指標種とした海洋環境保全啓発のための研究学習拠点施設の建設整備を平成２７年６月より本格着工し、宿泊施設２棟と関連施設が完成した。同時に環境啓発のための展示室及び環境学習施設の整備を推進した。
・大分市環境対策課より大分市佐賀関地域におけるアライグマ生息状況実態調査委託事業を受託した。
　　・大分市東部地域において里山環境の止水生態系における指標種の保全、保護に関する啓発普及に関する地域住民と協働して市民参加型生物多様性調査を４回（３５名参加）実施した。（地球環境基金助成事業）
　　・猪の瀬戸国有林「遊々の森自然学校」において５月と１０月に各１回、森林環境授業や自然観察会などの環境学習事業を実施し、子供を含む延べ１８名が参加した。
　　・大分県沿岸域の砂浜で産卵する絶滅危惧種アカウミガメの調査、保護活動と産卵砂浜の保全活動を大分市、津久見市、佐伯市の海岸６ヶ所で地域住民とネットワークを構築し協働して実施した。また佐伯市米水津で漁業混獲された絶滅危惧種ウミガメ種の調査保護活動を漁業者と協働で実施した。
　　・特定外来生物アライグマに関する調査、防除啓発活動を県北地域（中津市、宇佐市、杵築市）及び県南地域（佐伯市）で実施した。この事業には、大分県県北振興局、宇佐市、杵築市は連携して実施した。防除啓発活動として４月に杵築市、５月に宇佐市でアライグマ防除講習会を県、市協働で開催し、地域住民延べ１２０名が参加した。
２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	定款の事業名
	事　業　内　容
	実施日
	実施場所
	参加者数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	①自然環境等に関する調査、保全活動

	○市民参加型生物多様性調査による環境啓発活動
	周年
	大分市東部、馬場、細
	延35名
	大分市民
不明
	450

	
	○猪の瀬戸・遊々の森　豊かな森林づくり活動
	周年
	別府市東山
	延18名
	別府市民
不明
	　100

	
	○特定外来生物アライグマに関する調査、防除活動
	周年
	大分県全域
	延150名
	大分県民
不明
	250

	
	○生物多様性保全ための地域セミナー、シンポジュムの開催
	周年
	大分市
	延100名
	大分市民
不明
	1,650

	
	○絶滅危惧種ウミガメ保護のための環境保全活動
	周年
	大分県全域
	延450名
	大分県民
不明
	800

	
	○ウミガメ調査研究、啓発活動の拠点建設整備事業 
	周年
	佐伯市米水津
	延220名
	佐伯市民
不明
	26,051

	(行政委託他事業関係)

	・大分市大南地域アライグマ実態調査委託事業
	8～11月
	大分市佐賀関


	延50名


	大分市大南地域
1500人
	350



	
	・佐伯市蒲江地区ウミガメ監視委託事業

	周年
	佐伯市蒲江
	延60名
	佐伯市蒲江

5000人

	60


	②様々な環境の

保全、保護に関
する情報提供や
広報活動
	○実施なし
	－
	－
	－
	－
	－


平成２８年　８月 ３１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人おおいた環境保全フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　内田　桂　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
